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物
語
を
書
く
た
め
の
配
列 

カ
タ
ナ
式 

作 

大
岡
俊
彦 

 

バ
ー
ジ
ョ
ン
５ 

“
裸
足
の
絡
み
” 

  

カ
タ
ナ
式
。 

 

そ
れ
は
、
脚
本
家
大
岡
俊
彦
が
作
っ
た
、
日
本
語
を
打
つ
た
め
の
新
し
い
キ
ー
配
列
で
あ
る
。 

 

旧
態
依
然
の
配
列
（Q

W
E

R
T

Y

配
列
）
に
よ
る
、
日
本
語
ロ
ー
マ
字
入
力
は
欠
陥
が
あ
る
（
ホ
ー
ム
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
殆
ど
使
わ
な
い
、
左
小
指
の
Ａ
や
右
小
指
エ
ン
タ
ー
の
負
担
が
大
き
い
、
各
指
の
使
用
頻
度

の
偏
り
、
片
方
の
手
が
動
い
て
い
る
時
の
も
う
片
方
が
何
も
し
て
い
な
い
な
ど
）。
カ
タ
ナ
式
は
、
そ
れ
を

解
消
す
る
た
め
の
新
配
列
だ
。 

と
く
に
「
物
語
を
書
く
こ
と
」
に
特
化
し
、
他
の
改
良
配
列
と
は
一
線
を
画
す
。
脚
本
家
や
小
説
家
を

使
い
手
に
想
定
し
て
い
る
。「
カ
タ
ナ
」
の
由
来
は
、「
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
打
ち
や
す
い
日
本
語
の

代
表
的
な
こ
と
ば
」
か
ら
。
日
本
刀
の
よ
う
な
、
鋭
く
て
切
れ
る
配
列
と
自
負
す
る
。 

  

右
手
が
母
音
専
用
、
左
手
が
子
音
専
用
の
ロ
ー
マ
字
入
力
方

式
（
い
わ
ゆ
る
行
段
系
）。
ロ
ー
マ
字
は
、
母
音
と
子
音
を
ほ

ぼ
交
互
に
打
つ
。
片
方
の
手
が
打
っ
て
い
る
間
に
も
う
一
方
の

手
が
次
の
場
所
へ
移
動
す
る
た
め
、
母
音
と
子
音
を
左
右
に
分

離
す
る
と
速
い
と
言
わ
れ
る
（
左
右
交
互
打
鍵
方
式
）。 

 

カ
タ
ナ
式
の
独
自
性
は
ふ
た
つ
あ
る
。 

 

一
つ
目
は
中
央
部
の
制
御
系
。
カ
ー
ソ
ル
、
エ
ン
タ
ー
、
Ｂ

Ｓ
が
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
手
を
動
か
さ
ず
に
届
く
。「
入

力
か
ら
変
換
、
候
補
選
択
、
文
節
指
定
、
確
定
ま
で
の
日
本
語

入
力
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
」
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
行
え
る
。
特
に
肝

と
な
る
エ
ン
タ
ー
と
Ｂ
Ｓ
が
、
右
手
人
差
し
指
担
当
な
の
が
本

質
を
示
し
て
い
る
。 

 

二
つ
目
は
、
主
要
キ
ー
を
１
３
に
減
ら
し
た
こ
と
。 

「
濁
音
シ
フ
ト
（
シ
フ
ト
清
音
で
濁
音
）」
で
子
音
キ
ー
数

を
減
ら
し
、
頻
度
の
低
い
Ｐ
Ｗ
Ｍ
を
無
視
す
れ
ば
「
左
手
主
要

キ
ー
」
は
６
キ
ー
。「
右
手
主
要
キ
ー
」
は
５
母
音
＋
Ｙ
「
ん
」

の
７
キ
ー
。
こ
の
６
＋
７
の
わ
ず
か
１
３
キ
ー
で
、
日
本
語
文

章
の
９
３
％
が
打
て
る
こ
と
が
分
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
の
が
、
隣
り
合
う
主
要
キ
ー

間
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
打
鍵
（
隣
り
合
う
指
で
連
続
的
に
打
つ
、
素

早
い
打
鍵
）
。
特
に
カ
タ
ナ
式
で
は
、
二
重
母
音
、
拗
音
、
主

要
子
音
か
ら
主
要
子
音
に
ア
ル
ペ
ジ
オ
が
多
発
す
る
為
、
打
っ

て
て
気
持
ち
よ
く
、
し
か
も
速
い
。 
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カ
タ
ナ
式
は
今
回
で
バ
ー
ジ
ョ
ン
５
に
改
装
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
的
は
ふ
た
つ
だ
。
腱
鞘
炎
対
策
と
、

編
集
機
能
強
化
で
あ
る
。 

 

１ 

腱
鞘
炎
対
策
に
、
左
手
部
を
大
き
く
変
え
た
。
変
更
部
分
の
キ
ー
で
打
て
る
言
葉
と
し
て
「
裸
足
の 

絡
み
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
命
名
。
左
下
の
Ｈ
か
ら
時
計
回
り
で
打
っ
て
い
け
る
こ
と
で
覚
え
て
ほ
し
い
。 

２ 

「
英
数
」「
か
な
」
キ
ー
をC

trl

キ
ー
に
バ
イ
ン
ド
し
、
編
集
用
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
様
々
に
用
意
、 

簡
単
な
編
集
な
ら
右
手
一
本
で
出
来
る
よ
う
に
し
た
。 

 

刀
は
、
む
き
出
し
の
ゼ
ロ
戦
の
よ
う
な
脆
さ
か
ら
、
し
な
や
か
な
強
さ
も
手
に
入
れ
た
。 

    

カ
タ
ナ
式
を
は
じ
め
て
使
う
人
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
最
初
か
ら
読
ん
で
頂
き
た
い
。 

す
で
に
使
っ
て
い
る
人
は
、
以
下
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
の
部
分
だ
け
読
め
ば
Ｏ
Ｋ
！ 

  

も
く
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Ｗ
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カ
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式
の
速
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…
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…
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…
…
…
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カ
タ
ナ
式
の
強
さ
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秘
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Ｎ
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Ｗ
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ダ
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ド
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び
初
期
設
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←
Ｎ
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Ｗ
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
18 
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１ 
使
い
方 

カ
タ
ナ
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ら
（
18
ペ
ー
ジ
以
降
参
照
）、
ワ
ー
ド
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
文
章
を
書

け
る
状
態
に
し
よ
う
。
縦
書
き
専
用
な
の
で
「
縦
書
き
モ
ー
ド
」
に
設
定
す
る
こ
と
（
横
書
き
で
は
カ
ー

ソ
ル
系
挙
動
が
変
に
な
る
。
横
書
き
用
の
カ
タ
ナ
横
式
、
お
よ
び
縦
横
両
対
応
版
は
後
日
リ
リ
ー
ス
予
定
）。

な
お
カ
タ
ナ
式
は
フ
リ
ー
ウ
ェ
アD

v
o
ra

k
J

上
で
動
い
て
い
る
が
、
た
ま
に
挙
動
が
怪
し
く
な
っ
た
ら
、

タ
ス
ク
バ
ー
か
ら
呼
び
だ
し
再
起
動
さ
せ
る
と
大
体
治
る
。 

 

カ
タ
ナ
式
配
列
はW

in
d

o
w

s
専
用
で
あ
る
。
実
装
がW

in

専
用
のD

v
o
ra

k
J

上
の
た
め
だ
。M

a
c

に

はK
a

ra
b
in

e
r

な
ど
が
あ
る
が
、作
者
はA

u
to

H
o
tk

e
y

を
使
い
こ
な
す
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
は
な
い
の
で
、

実
装
し
て
く
れ
る
強
者
を
募
集
中
だ
。 

 

起
動
と
終
了
、
中
断
と
再
開 

 

カ
タ
ナ
式
は
、
マ
シ
ン
の
起
動
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に
起
動
す
る
（
初
期
設
定
）。
タ
ス
ク
バ
ー
に
最
小

化
さ
れ
たD

v
o
ra

k
J

の
ア
イ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
カ
タ
ナ
式
が
使
え
る
。 

 

終
了
は
そ
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
ぶ
。 

 

カ
タ
ナ
式
の
中
断
（
元
の
配
列
に
一
時
的
に
戻
す
）
はC

trl+
S

h
ift+

_

（
ア
ン
ダ
ー
ス
コ
ア
）、
再
開
は

C
trl+

S
h

ift+
~

。
キ
ー
ボ
ー
ド
の
右
下
と
右
上
と
覚
え
て
ほ
し
い
。 

 

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

 

カ
タ
ナ
式
ｖ
５
「
裸
足
の
絡
み
」
の
、
新
し
い
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

ざ
っ
く
り
言
う
と
、
左
手
が
中
段
一
段
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
）、
右
手
は
外
に
開
い
た
形
を
し
て
い
る
。 
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従
来
型
の
キ
ー
ボ
ー
ド
（
以
下Q

W
E

R
T

Y

）
の
、
人
差
し
指
の
基
準
位
置
Ｆ
Ｊ
は
、
カ
タ
ナ
式
で
は
Ｋ

と
Ａ
に
相
当
す
る
。
な
ぜ
変
な
形
に
構
え
る
の
か
？ 

そ
れ
は
、Q

W
E

R
T

Y

の
キ
ー
配
置
が
、
「
左
斜
め

に
傾
い
て
ず
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。「
左
に
傾
い
た
角
度
を
正
面
に
し
て
、
両
手
を
ハ
の
字
に
開
い
た

形
」
が
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
ま
っ
す
ぐ
な
基
準
線
か
ら
は
、
左
右
の
開
き
角
度
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
こ
と
が
図
か
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 

 

 

な
ぜ

Q
W

E
R

T
Y

が
こ
の
よ
う
な
キ
ー
配
置
に
な
っ
た
か
、
複
雑
な
経
緯
ま
で
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な

い
。
し
か
し
偶
然
こ
れ
に
な
っ
た
ま
ま
、
合
理
的
か
ど
う
か
検
証
さ
れ
ず
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
た
と

い
う
結
果
だ
け
述
べ
て
お
く
。
キ
ー
の
ず
れ
の
原
因
は
何
か
？ 

上
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
キ
ー
に
つ
い
た
ハ
ン
マ
ー
棒
（
テ
コ
の
原
理
で
、

活
字
を
押
し
て
接
触
さ
せ
る
）
を
、
う
ま
く
並
べ
る
た
め
の

工
夫
な
の
だ
。「
左
」
へ
の
傾
き
は
、
原
稿
を
右
に
置
き
、
そ

れ
を
見
な
が
ら
タ
イ
プ
し
て
い
た
こ
と
の
名
残
だ
そ
う
で
あ

る
。
え
？ 

デ
ジ
タ
ル
基
盤
な
の
に
ま
だ
そ
れ
を
守
っ
て
る

の
？ 

馬
鹿
？ 

 

私
は
新
し
い
キ
ー
ボ
ー
ド
を
ハ
ー
ド
的
に
開
発
で
き
る
立
場
に
な
い
の
で
、「
現
状
の
一
般
的
な
市
販
キ

ー
ボ
ー
ド
の
ベ
ス
ト
な
使
い
方
」
を
探
る
し
か
な
い
（
な
お
基
準
線
自
体
を
見
直
し
た
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス

キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
で
は
、
カ
タ
ナ
式
は
逆
に
窮
屈
に
な
る
。
各
自
改
造
の
こ
と
！
）。 

  

ち
な
み
に
右
手
で
、
小
指
の
「
ん
」
だ
け
離
れ
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
カ
タ
ナ
式
の
原
則
は
、「
原

初
の
音
（
母
音
の
Ａ
と
子
音
の
Ｋ
）
は
人
差
し
指
、
最
後
の
音
（
「
ん
」
は
母
音
扱
い
、
子
音
は
Ｗ
）
は
小

指
」
で
あ
る
。
右
手
小
指
は
「
ん
」
担
当
だ
が
、「
ん
」
は
ロ
ー
マ
字
入
力
で
は
必
ず
母
音
の
あ
と
に
来
る
。

「
母
音
＋
ん
」
を
楽
に
す
る
た
め
、
こ
こ
と
な
っ
た
の
だ
。 

 

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
自
体
は
変
わ
っ
た
形
だ
が
、
指
の
運
指
範
囲
は

Q
W

E
R

T
Y

キ
ー
ボ
ー
ド
と
同
じ
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な
の
で
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
運
指
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
中
央
の
制
御
系
と
変
換 

  

ま
ず
は
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
の
横
に
あ
る
「
英
数
」
「
か
な
」
か
ら
（
元
無
変
換
キ
ー
、
変
換
キ
ー
）
。M

a
c

と
同
様
、「
英
数
」
で
直
接
入
力
モ
ー
ド
（
英
語
入
力
、IM

E
-O

F
F

）
、
「
か
な
」
で
全
角
ひ
ら
が
な
入
力

モ
ー
ド
（
日
本
語
入
力
、IM

E
-O

N
）
に
な
る
。 

初
期
設
定
で
は
、「
か
な
」
で
カ
タ
ナ
式
配
列
、「
英
数
」
で

Q
W

E
R

T
Y

配
列
で
あ
る
。
カ
タ
ナ
式
が

「
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
出
現
頻
度
」
に
応
じ
て
配
列
さ
れ
て
い
て
、
英
語
入
力
は
遅
い
か
ら
だ
。
「
カ
タ
ナ

式
は
日
本
語
特
化
、
英
語
はQ

W
E

R
T

Y

」
と
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い
（
な
おD

v
o
ra

k
J

で
は
、
英
語
配

列
を
別
に
設
定
す
る
、
た
と
え
ば
英
語
特
化
のD

v
o
ra

k

やC
o
le

m
a
k

な
ど
に
変
更
で
き
る
）。 

 

 

右
手
母
音
ブ
ロ
ッ
ク
、
左
手
子
音
ブ
ロ
ッ
ク
を
左
右
に
わ
け
る
よ
う
に
、

中
央
部
に
十
字
型
カ
ー
ソ
ル
キ
ー
、
エ
ン
タ
ー
、
Ｂ
Ｓ
が
あ
る
。
デ
フ
ォ

ル
ト
通
り
だ
が
、
基
本
操
作
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

  

ス
ペ
ー
ス 

 
 
 

変
換
開
始 

 
 
 
 

↑ 
 
 
 
 

 

前
候
補 

 
 
 
 

↓
、
ス
ペ
ー
ス 

次
候
補 

 
 
 
 

←
→ 

 
 
 

 

文
節
を
移
動 

 
 
 
 

シ
フ
ト
←
→ 

 

文
節
を
一
文
字
ず
つ
伸
ば
し
、
縮
め 

 
 
 
 

エ
ン
タ
ー 

 
 

確
定 

 

カ
ー
ソ
ル
キ
ー 
 

カ
ー
ソ
ル
の
移
動 

 

シ
フ
ト
カ
ー
ソ
ル 

領
域
選
択
（C

trl+
X

, C

、
再
変
換
な
ど
に
使
う
） 

 

Ｂ
Ｓ 
 
 
 
 
 

一
文
字
削
除
、
領
域
を
削
除 

 

エ
ン
タ
ー 

 
 
 

段
落
改
行 

  

 

「
変
換
作
業
に
必
要
な
キ
ー
が
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
隣
接
す
る
」
こ
と
が
、
カ
タ
ナ
式
の
第
一
の
特

徴
で
あ
る
。
た
め
し
に
、
Ａ
、
Ｋ
、
Ｉ
あ
た
り
の
文
字
で
適
当
に
打
ち
変
換
し
て
み
た
ま
え
。
右
手
を
は

る
か
遠
く
出
張
さ
せ
る
こ
と
な
く
変
換
確
定
で
き
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。 

 

な
お
、
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
は
「
押
し
っ
ぱ
な
し
で
シ
フ
ト
キ
ー
に
な
る
」
よ
う
に
設
定
し
た
（S

a
n

d
S

と

い
う
機
能
を
利
用
）。
編
集
時
、
領
域
選
択
に
活
用
さ
れ
た
い
。 
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右
手
の
各
キ
ー 

  

カ
タ
ナ
式
の
特
徴
の
第
二
は
、
右
手
左
手
に
母
音
子
音
を
ふ
り
わ
け
た
独
特
の
配
置
で
あ
る
。
ま
ず
右

手
部
分
を
見
て
い
く
。 

 

最
も
根
本
的
な
母
音
Ａ
は
、
利
き
手
の
人
差
し
指
で
（
以
下
す
べ
て
右

利
き
前
提
）。
右
手
人
差
し
指
は
、
他
に
エ
ン
タ
ー
や
Ｂ
Ｓ
を
担
当
す
る
最

重
要
指
。
こ
れ
を
中
心
に
、
５
母
音
が
使
用
頻
度
を
考
慮
さ
れ
て
配
置
さ

れ
て
い
る
。 

ち
な
み
に
最
初
は
Ａ
Ｉ
、
Ｏ
Ｕ
の
二
重
母
音
を
練
習
す
る
の
が
速
さ
の

実
感
に
オ
ス
ス
メ
だ
。 

 

Ｙ
の
位
置
に
工
夫
が
あ
る
。
母
音
は
漢
字
や
熟
語
内
で
、
頻
繁
に
二
重

母
音
化
、
拗
音
化
す
る
。
と
く
に
頻
出
す
る
の
が
「
Ｏ
Ｕ
」「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」「
Ａ

Ｉ
」「
Ｅ
Ｉ
」「
Ｙ
Ｕ
Ｕ
」「
Ｙ
Ｕ
」
だ
（
最
高
、
開
放
、
社
会
、
象
徴
、
永

遠
、
成
功
、
周
到
、
相
当
、
構
造
、
最
低
、
主
張
、
吸
収
な
ど
な
ど
）。
こ

れ
ら
が
打
ち
や
す
い
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
が
、
カ
タ
ナ
式
の
母
音

部
だ
。 

 

 

次
の
工
夫
は
「
ん
」
だ
。
ロ
ー
マ
字
入
力
で
は
「
ん
」
は
必
ず
母
音
の

あ
と
に
来
る
の
で
、
母
音
か
ら
連
続
し
て
打
ち
や
す
い
位
置
に
あ
る
。
カ

タ
ナ
式
は
「
最
初
の
音
Ｋ
Ａ
は
人
差
し
指
、
最
後
の
音
Ｗ
ん
は
小
指
」
と

い
う
原
則
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｅ
か
ら
は
小
指
の
「
ん
」
が
打
ち
や
す
い
が
、

Ｏ
Ｕ
か
ら
打
ち
や
す
い
、
第
二
「
ん
」
も
用
意
し
て
あ
る
。
運
指
に
よ
っ
て
は
Ａ
か
ら
も
打
つ
だ
ろ
う
。

都
度
使
い
分
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

同
様
に
、
長
音
「
ー
」
も
必
ず
母
音
の
あ
と
に
来
る
た
め
、「
ん
」
の
シ
フ
ト
と
し
た
（
シ
フ
ト
が
時
に

面
倒
な
時
も
あ
る
の
で
、
今
バ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
子
音
部
に
も
「
ー
」
を
用
意
し
た
）。 

  

左
手
の
各
キ
ー 

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

  

左
手
は
子
音
担
当
で
あ
る
。 

日
本
語
の
子
音
は
全
部
で
１
４
あ
る
（
Ｋ
Ｇ
Ｓ
Ｚ
Ｔ
Ｄ
Ｎ
Ｈ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
Ｙ
Ｒ
Ｗ
）
。
ま
ず
シ
フ
ト
清
音
で
濁
音

と
す
る
（
シ
フ
ト
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｈ
＝
Ｇ
Ｚ
Ｄ
Ｂ
。
濁
音
シ
フ
ト
と
い
う
。
こ
れ
はS

a
n

d
S

と
の
組
み
合
わ
せ
で
、

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
使
う
の
が
メ
イ
ン
）。
Ｙ
が
右
手
に
な
っ
た
こ
と
で
子
音
は
一
つ
減
り
、、
小
指
に
Ｗ
を
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固
定
す
る
の
で
、
覚
え
る
べ
き
キ
ー
は
１
４
―
４
―
２
＝
８
キ
ー
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
マ
イ
ナ
ー
な
Ｍ
Ｐ

を
除
い
た
６
キ
ー
を
、
主
要
子
音
キ
ー
と
呼
ぶ
。
こ
れ
と
母
音
部
（
と
シ
フ
ト
用
の
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
）
だ

け
で
日
本
語
の
９
３
％
を
打
て
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
を
優
先
的
に
覚
え
て
ほ
し
い
。 

 
 

 
 

 

ま
た
、
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
シ
フ
ト
代
わ
り
に
す
る
「
濁
音
シ
フ
ト
」
で
あ
る
が
、
左
親
指
で
打
つ
の
が

オ
ス
ス
メ
だ
。
右
親
指
は
本
来
の
「
変
換
」
を
入
力
す
る
と
き
に
、
左
右
の
役
割
を
分
け
て
お
く
と
混
乱

し
な
い
。
な
お
母
音
に
は
シ
フ
ト
が
な
い
た
め
、
シ
フ
ト
押
っ
ぱ
な
し
の
い
わ
ゆ
る
「
連
続
シ
フ
ト
」
が

可
能
で
あ
る
（
た
と
え
ば
「
同
時
代
」
は
ス
ペ
ー
ス
押
し
っ
ぱ
な
し
で
よ
い
。
残
念
な
が
ら
「
た
ど
た
ど

し
い
」
は
押
し
た
り
離
し
た
り
と
忙
し
い
）。 

   

カ
タ
ナ
式
は
左
右
交
互
打
鍵
方
式
だ
。 

 

左
手
が
子
音
を
打
っ
て
い
る
間
に
、
右
手
は
次
の
母
音
に
動
き
、
右
手
が
母
音
を
打
つ
間
に
今
度
は
左

手
が
…
…
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
流
れ
に
な
れ
ば
、
左
右
交
互
打
鍵
に
慣
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
た
た
、

た
た
、
と
二
回
の
リ
ズ
ム
が
響
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
手
が
出
来
て
来
た
証
拠
で
あ
る
（
母
音
、
二
重
母
音
、

拗
音
な
ど
が
出
現
す
る
為
、
必
ず
し
も
そ
う
な
ら
な
い
が
）。 
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記
号
系 

  

長
音
「
ー
」
は
、
シ
フ
ト
「
ん
」（
右
手
部
）、
ま
た
は
単
打
で
子
音
部
に
。 

 

（
以
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
あ
る
、
「
Ａ
Ｉ
Ｅ
」「
Ａ
Ｕ
Ｙ
」「
Ｏ
Ｕ
Ｙ
」「
Ｏ
Ｕ
Ｅ
」「
Ｏ
ん
？
」
の
三
つ

同
時
押
し
入
力
は
ま
だ
存
在
す
る
が
、
三
つ
同
時
押
し
が
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
っ
て
認
識
し
づ
ら
い
と
き
が

あ
る
の
で
注
意
） 

 

 

撥
音
「
っ
」
は
、
子
音
ふ
た
つ
の
デ
フ
ォ
。
（
「
っ
」
キ
ー
は
あ
ま
り
使

わ
な
い
の
で
廃
止
） 

  

句
読
点
は
単
打
キ
ー
が
Ｗ
と
「
ん
」
の
近
く
に
。 

実
質
使
う
の
は
下
段
の
「
句
読
点
＋
確
定
」
キ
ー
で
あ
る
（
シ
フ
ト
Ｎ
、

シ
フ
ト
エ
ン
タ
ー
）。
文
を
入
力
、
変
換
後
、
確
定
な
ら
エ
ン
タ
ー
の
代
わ

り
に
「
句
読
点
＋
確
定
」
キ
ー
で
「
句
読
点
を
打
ち
か
つ
確
定
」
し
て
次

へ
い
け
る
の
で
、
僕
は
も
う
こ
れ
し
か
使
っ
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
物
語
の
入
力
に
使
う
記
号
を
優
先
的
に
配
置
し
て
あ
る
。 

  

「
」
キ
ー 

ひ
と
つ
の
キ
ー
で
「
カ
ギ
カ
ッ
コ
開
く
」「
閉
じ
る
」
「
一

文 

字
戻
る
」
を
。 

 

…
…
キ
ー 

ひ
と
つ
の
キ
ー
で
「
三
点
リ
ー
ダ
二
文
字
」
を
。 

 

〇
キ
ー 

 

シ
フ
ト
「
。」
に
、
脚
本
に
お
け
る
「
シ
ー
ン
柱
記
号
」
を
。 

  

あ
と
は
都
度
覚
え
て
い
け
ば
い
い
。 

 

※ 
Q

W
E

R
T

Y

に
は
あ
っ
て
、
カ
タ
ナ
式
に
は
な
い
全
角
記
号 

＞
＜
＠
；
＋
＊
‘ 

こ
れ
ら
は
縦
書
き
の
物
語
入
力
で
は
使
わ
な
い
と
判
断
し
た
。
使
い
た
い
な
ら
読
み
か
ら
変
換
す
る

か
、
カ
タ
ナ
式
を
オ
フ
し
て
デ
フ
ォ
ル
ト
の
Ｉ
Ｍ
Ｅ
か
ら
入
力
す
る
こ
と
。 

 

外
来
発
音
系 

  

日
本
語
に
は
な
い
音
だ
が
、
外
来
音
を
表
記
す
る
た
め
の
子
音
、
Ｆ
Ｖ
Ｊ
Ｘ
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
Ｌ
Ｑ

Ｃ
も
ロ
ー
マ
字
で
は
使
わ
な
い
が
、
全
角
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
入
力
用
に
配
置
（
今
バ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
ア
ル
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フ
ァ
ベ
ッ
ト
２
６
文
字
そ
ろ
っ
た
）。 

 

Ｘ
は
特
に
母
音
と
の
組
み
合
わ
せ
が
多
い
の
で
、
右
手
サ
イ
ド
（
シ
フ

ト
Ｂ
Ｓ
）
に
配
置
。
あ
と
に
示
す
音
以
外
は
、「
子
音
」
＋
Ｘ
＋
「
母
音

（
拗
音
）」
で
打
て
る
（
Ｌ
の
代
用
も
可
）。 

 

よ
く
使
う
外
来
音
の
、
ロ
ー
マ
字
入
力
対
照
表
を
し
め
す
。 

 
デ
フ
ォ
ル
ト
で
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の 

 

フ
ァ 
フ
ィ 

フ
ェ 

フ
ォ 

fa
 fi fe

 fo
 

ジ
ャ 

ジ
ュ 
ジ
ェ 

ジ
ョ 

ja
 ju

 je
 jo

（z
y
a

 z
y
u

 z
y
e
 z

y
o

推
奨
） 

ヴ
ァ 

ヴ
ィ 
ヴ 

ヴ
ェ 

ヴ
ォ 

v
a

 v
i v

u
 v

e
 v

o
 

 

ウ
ィ 

ウ
ェ 

ウ
ォ 

w
i w

e
 u

x
o
 

※ 
w

o

が
「
を
」
の
た
め 

ツ
ァ 

tsa
 
 

ツ
ィ 

tsi  

※ 
tw

a
 tw

i

は
ト
ァ
、
ト
ィ 

    

カ
タ
ナ
式
独
自
に
頻
出
音
を
設
定
し
た
も
の 

 

テ
ィ 

ty
i  

tx
i 

 

※ 

デ
フ
ォth

i

も
可
。
デ
フ
ォty

i=

ち
ぃ
は
削
除
。tix

i

で
。 

デ
ィ 

d
y
i  

d
x
i 

 

※ 

デ
フ
ォd

h
i

も
可
。
デ
フ
ォd

y
i=

ぢ
ぃ
は
削
除
。dix

i
で
。 

ト
ゥ 

tx
u

 
 

※ 

デ
フ
ォtw

u

も
可
。 

ド
ゥ 

d
x
u

 
 

※ 

デ
フ
ォd

w
u

も
可
。 

デ
ュ 

d
y
u

 
 

※ 

デ
フ
ォd

y
u

=

ぢ
ゅ
は
削
除
。d

ix
y
u

で
。 

ス
ィ 

sy
i  

sx
i 

 

※ 

デ
フ
ォsw

i

も
可
。 

ズ
ィ 

z
y
i  

z
x
i 

   

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
系 

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

  

今
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
強
化
ポ
イ
ン
ト
だ
。 

 

無
変
換
・
変
換
キ
ー
（
現
「
英
数
」「
か
な
」
キ
ー
）
を
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ー
に
バ
イ
ン
ド
。
親
指
か
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ら
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
呼
び
だ
せ
る
よ
う
に
し
た
。 

 

ま
た
「
ひ
ら
が
な
カ
タ
カ
ナ
キ
ー
」
を
「
再
変
換
キ
ー
」
に
バ
イ
ン
ド
。「
再
変
換
キ
ー
」
は
、
変
換
後

の
文
章
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
て
押
す
と
、
文
節
を
自
動
的
に
判
断
し
、
以
下
の
よ
う
な
挙
動
を
示
す
。 

  
 

文
中 

 

そ
の
文
節
を
再
変
換 

 
 

文
節
頭 

次
の
文
節
を
再
変
換 

 
 

文
末 

 

最
後
の
文
節
を
再
変
換 

  

シ
フ
ト
で
選
択
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
変
換
モ
ー
ド
に
も
う
一
度
入
れ
る
の
だ
（
文
節
以
上
に
再

変
換
を
か
け
た
い
と
き
は
、
シ
フ
ト
で
選
択
し
て
か
ら
再
変
換
。
こ
れ
は
実
際W

in
d

o
w

s

の
「
変
換
キ
ー
」

の
デ
フ
ォ
ル
ト
機
能
な
の
だ
が
、
知
ら
れ
て
い
な
く
て
誰
も
使
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
）。
あ
と
に
述
べ
る
「
文

節
単
位
の
移
動
」
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
文
節
頭
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
る
の
は
容
易
だ
。
ち
ょ
っ
と
前

の
変
換
ミ
ス
や
、
か
な
を
漢
字
に
し
た
い
と
き
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
い
。
ま
た
、「
再
変
換
」
は
あ
と
に
述

べ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
の
中
に
も
入
っ
て
い
る
。 

  

で
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ー
併
用
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
群
を
説
明
し
よ
う
。 

ち
な
み
に
「C

trl

キ
ー
を
押
し
て
い
る
間
だ
け

Q
W

E
R

T
Y

配
列
に
戻
る
」
よ
う
に
初
期
設
定
さ
れ
て

い
る
。C

trl+
S

やZ

な
ど
は
指
が
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
だ
。（
以
下
、C

trl+
をC

+

表
記
で
示
す
） 

  

よ
く
使
う
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト 

 
C

+
Z
 

ア
ン
ド
ゥ 

 
C

+
X
 

カ
ッ
ト 

 
C

+
C
 

コ
ピ
ー 

 
C

+
V
 

ペ
ー
ス
ト 

 

C
+

S
 

上
書
き
保
存 

C
+

F
 

検
索 

 
 
 
 

C
+

A
 

全
選
択 

  

高
度
な
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト 

 
C

+
B

S
 

カ
ー
ソ
ル
の
前
の
文
節
を
削
除 

 
C

+
D

e
l  

カ
ー
ソ
ル
の
後
の
文
節
を
削
除 

  

カ
タ
ナ
式
の
独
自
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト 

 
C

+
R
 

リ
ド
ゥ 

（
本
来
の
リ
ド
ゥC

+
Y

が
以
下
に
使
わ
れ
る 

為
） 
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い
よ
い
よ
今
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
目
玉
の
ひ
と
つ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
組
み
合
わ
せ
た
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に

よ
る
簡
易
編
集
機
能
を
見
て
い
こ
う
。
特
に
右
手
と
中
央
部
に
配
置
し
た
。 

C
trl

キ
ー
が
親
指
で
押
せ
る
場
所
に
来
た
こ
と
で
、
親
指
を
押
し
た
ま
ま
、
次
の
よ
う
な
「
編
集
モ
ー

ド
」
の
キ
ー
使
い
が
可
能
と
な
る
。
左
図
の
ア
イ
コ
ン
で
点
線
は
文
節
、
二
重
線
は
行
頭
行
末
を
示
す
。 

  
C

+
 

Ａ
・
Ｏ
…
…
…
…
…
文
節
単
位
の
上
下
移
動 

 

Ｕ
・
第
二
「
ん
」
…
文
字
単
位
の
上
下
移
動 

 

←
・
→
…
…
…
…
…
行
頭
・
行
末
へ
（H

o
m

e

・E
n

d

） 

 
↑
…
…
…
…
…
…
…
再
変
換 

  

↓
…
…
…
…
…
…
…
ア
ン
ド
ゥ 

エ
ン
タ
ー
…
…
…
…
確
定
し
てE

n
d

へ 

 

Ｂ
Ｓ
…
…
…
…
…
…
前
の
文
節
を
削
除 

 

Ｉ
…
…
…
…
…
…
…E

n
d

ま
で
全
削
除 

  

た
と
え
ば
、
誤
変
換
に
気
づ
い
た
と
き
や
、
再
変
換
し
た
い
と
き
。 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
押
し
っ
ぱ
な
し
の
ま
ま
、「
移
動
→
再
変
換
→
エ
ン

タ
ー
で
確
定
か
つ
文
末
（
最
新
部
分
）
へ
復
帰
」
な
ど
は
よ
く
使
う
だ
ろ
う
。
ア
ン
ド
ゥ
も
可
能
な
の
で
、

再
変
換
も
や
り
直
せ
る
。 

  

ま
た
、
漢
字
変
換
中
（
確
定
前
）
に
限
り
、
以
下
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
定
義
し
て
あ
る
。 

 

Ｅ
…
…
…
…
…
…
…
半
角
に 

 

（M
S

-IM
E

のC
+

O

と
同
じ
） 

 
 
 
 

。
…
…
…
…
…
…
…
英
数
に 

 

（M
S

-IM
E

のC
+

P

と
同
じ
） 

 

Ｙ
…
…
…
…
…
…
…
ひ
ら
が
な
に
（M

S
-IM

E

のC
+

U

と
同
じ
） 

 
 
 
 

「
」
キ
ー
…
…
…
…
カ
タ
カ
ナ
に
（M

S
-IM

E

のC
+

I

と
同
じ
） 

  

こ
れ
は
全
てM

S
-IM

E

の
デ
フ
ォ
ル
ト
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
だ
が
、
知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
キ
ー
バ
イ
ン
ド
が
被
る
た
め
、
カ
タ
ナ
式
で
は
キ
ー
を
移
動
し
た
。
も
し
デ
フ
ォ
ル
ト
の
ま
ま
の

ほ
う
が
良
い
と
い
う
方
は
、
以
下
を
参
考
に
。 

 

※ 
D

v
o
ra

k
J

の
設
定
（
４
章
）
に
戻
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
／
入
力
全
般
／
修
飾
キ
ー
関
連
／
「
独
自
の
シ

ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
」
…
…
オ
フ
に
。 

キ
ー
ボ
ー
ド
／
入
力
全
般
／S

a
n

d
s

な
ど
／[

無
変
換] 

＋[

文
字]

と 
[

変
換]

＋[

文
字]

…
…
オ
フ
に
。 

無
変
換
と
変
換
をC

trl

キ
ー
と
し
て
の
み
使
い
た
い
方
は
、d

a
ta

/o
th

e
rs/m

u
h

e
n

k
a
n

_
h

e
n

k
a
n

の
中
の
「C

trl.tx
t

」
を
選
択
す
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ー
と
し
て
だ
け
使
え
る
よ
う
に
。 



12 

 

 
※ 
な
お
、
カ
タ
ナ
式
を
実
装
し
て
い
るD

v
o
ra

k
J

に
は
限
界
が
あ
っ
て
、「
無
変
換
（
ま
た
は
変
換
） 

をC
trl

代
わ
り
に
」
と
「
ス
ペ
ー
ス
をS

h
ift

代
わ
り
に
（S

a
n

d
S

）」
を
「
同
時
に
は
使
え
な
い
」 

制
限
が
あ
る
。 

つ
ま
り
、「
無
変
換
（
変
換
）
＋
ス
ペ
ー
ス
」
＝
「C

trl+
S

h
ift

」
は
残
念
な
が
ら
出
来
な
い
。 

「
無
変
換
（
変
換
）
＋S

h
ift

」
や
「C

trl

＋
ス
ペ
ー
ス
」
な
ら
可
能
。 

（
こ
れ
を
解
消
し
て
く
れ
るA

u
to

H
o
tk

e
y

使
い
募
集
中
！
） 

     

こ
こ
ま
で
読
ん
だ
君
は
、
カ
タ
ナ
式
の
全
貌
を
理
解
し
た
。
あ
と
は
使
い
な
が
ら
覚
え
て
く
れ
た
ま
え
。 

         

五
十
音
の
練
習
用
に
、
俳
優
や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
発
音
練
習
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
な
、
北
原

白
秋
「
五
十
音
」
を
引
用
す
る
。
な
お
漢
字
ひ
ら
が
な
表
記
は
、
練
習
し
や
す
い
よ
う
に
原
文
か
ら
改
め

た
。
こ
れ
を
打
つ
こ
と
で
カ
タ
ナ
式
に
慣
れ
て
ほ
し
い
。 

   

あ
め
ん
ぼ
赤
い
な 

あ
い
う
え
お 

 

浮
き
藻
に
子
海
老
も
泳
い
で
る 

 

柿
の
木
栗
の
木 

か
き
く
け
こ 

 

き
つ
つ
き
こ
つ
こ
つ 

枯
れ
け
や
き 

 

さ
さ
げ
に
酢
を
か
け 

さ
し
す
せ
そ 

 

そ
の
う
お
浅
瀬
で
刺
し
ま
し
た 

 

立
ち
ま
し
ょ
ラ
ッ
パ
で 

た
ち
つ
て
と 

ト
テ
ト
テ
タ
ッ
タ
と
飛
び
立
っ
た 

 

な
め
く
じ
の
ろ
の
ろ 

な
に
ぬ
ね
の 

 

納
戸
に
ぬ
め
っ
て
何
ね
ば
る 

 

は
と
ぽ
っ
ぽ
ほ
ろ
ほ
ろ 

は
ひ
ふ
へ
ほ 

日
な
た
の
お
部
屋
に
ゃ 

笛
を
吹
く 

 

ま
い
ま
い
ね
じ
ま
き 

な
に
ぬ
ね
の 

 

梅
の
実
落
ち
て
も 

見
も
し
ま
い 

 

焼
き
栗
ゆ
で
栗 

や
い
ゆ
え
よ 

 

山
田
に
灯
の
つ
く 

宵
の
家 

 

雷
鳥
は
寒
か
ろ 

ら
り
る
れ
ろ 

 

蓮
花
が
咲
い
た
ら 

瑠
璃
の
鳥 

 

わ
い
わ
い
わ
っ
し
ょ
い 

わ
い
う
え
を 

植
木
屋
井
戸
換
え 

お
祭
り
だ 



13 

 

２ 
（
解
説
）

カ
タ
ナ
式
の
速
さ
の
秘
密 

  

カ
タ
ナ
式
は
速
い
。 

作
者
は
カ
タ
ナ
式
を
作
っ
て
三
か
月
で
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
を
マ
ス
タ
ー
し
、
三
十
年
付
き
合
っ
て

来
た

Q
W

E
R

T
Y

ロ
ー
マ
字
の
入
力
速
度
を
超
え
、
そ
れ
よ
り
速
か
っ
た
手
書
き
文
字
の
ス
ピ
ー
ド
（
考

え
な
が
ら
書
い
た
と
き
、
日
本
語2

5
0
0

字/h

）
に
追
い
つ
い
た
。
合
理
的
ス
ピ
ー
ド
を
追
い
求
め
て
配
置

し
た
の
で
当
然
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
そ
の
合
理
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
き
た
い
。 

 

第
一
の
理
由
は
、
左
右
交
互
打
鍵
の
速
さ
で
あ
る
。 

一
方
の
手
の
打
鍵
の
合
間
に
、
他
方
の
手
が
次
に
移
動
し
て
い
る
た
め
、
手
が
無
駄
に
遊
ん
で
い
る
暇

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
慣
れ
て
く
れ
ば
単
語
ご
と
手
が
覚
え
る
の
で
、
一
気
に
ダ
ラ
ラ
ラ
ッ
と
左
右
交
互
打

鍵
で
打
つ
ス
ピ
ー
ド
が
実
感
で
き
る
と
思
う
。
手
が
休
む
の
は
、
こ
と
ば
や
構
成
を
考
え
る
時
だ
け
に
な

る
。 

 

第
二
の
理
由
は
、
主
要
キ
ー
が
少
な
い
こ
と
（
こ
れ
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
覚
え
る
時
も
有
利
な
条
件
に
な

る
）
に
よ
る
、
ア
ル
ペ
ジ
オ
打
鍵
の
多
発
で
あ
る
。 

右
手
部
の
二
重
母
音
、
拗
音
は
す
ぐ
に
分
か
る
だ
ろ
う
。
Ｏ
Ｕ
：
人
差
し
指
→
中
指
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
：
薬
指

→
人
差
し
指
→
中
指
、
Ａ
Ｉ
：
人
差
し
指
→
中
指
、
Ｅ
Ｉ
：
薬
指
→
中
指
、「
ん
」
「
ー
」：
三
指
の
ど
れ
か

→
小
指
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
右
手
連
続
打
鍵
は
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
な
る
。 

ま
た
、
左
手
も
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
な
る
。
子
音
は
連
続
し
て
二
回
出
な
い
が
、（
ほ
ぼ
）
一
回
お
き
に
出
る
。

そ
れ
が
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
子
音
の
準
備
時
間
が
少
な
く
て
済
む
の
だ
。
同
様
に
二
重
母

音
に
な
ら
な
く
と
も
、
母
音
の
あ
と
の
母
音
が
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
速
い
。 

つ
ま
り
、
カ
タ
ナ
式
の
速
さ
の
秘
密
は
、
音
で
い
え
ば
ひ
と
つ
飛
び
、
片
手
か
ら
見
れ
ば
ア
ル
ペ
ジ
オ

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
確
率
が
、
非
常
に
高
い
こ
と
だ
。
逆
に
、
そ
う
な
る
よ
う
に
子
音
を
再
配
列
し
た

の
だ
。 

 

作
者
が
配
列
を
調
整
す
る
試
し
打
ち
に
使
っ
て
い
た
歌
「S

h
a
d

o
w

 o
f L

o
v
e
(A

-J
A

R
I)

」
の
一
番
（
サ

ビ
前
ま
で
）
で
検
証
し
て
み
よ
う
。 

  
 
 

高
層
ビ
ル
の
街
角
に 

止
ま
な
い
雨
を
残
し
て 

 
 
 

ほ
ら
東
か
ら 

も
う 

夜
明
け
だ
ね 

 
 
 

ツ
ィ
ー
ド
の
古
い
コ
ー
ト
の
襟
に
顔
を
埋
め
な
が
ら 

 
 
 

そ
の
濡
れ
た
髪 

た
だ
震
え
て
た 

 
 
 

悲
し
み
の 

S
u

ch
 a

 lo
n

e
ly

 fa
ce  

青
い
影 

 
 
 

君
の
背
中
今
こ
こ
で 

抱
き
し
め
た
ら
崩
れ
そ
う 

 
 
 

俺
た
ち
の
終
ら
な
い
ロ
マ
ン
ス 
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記
号 

 

＝ 

同
段
ア
ル
ペ
ジ
オ
（
最
高
速
） 

 

～ 

異
段
ア
ル
ペ
ジ
オ
（
高
速
） 

 
 
 
 
 
 

― 

同
指
隣
段
移
動
（
中
速
） 

 
 

 

・ 

連
打
（
高
速
） 

  
 
 
 
 

＝
＝
＝ 

―
～
―
＝
＝
― 

 

～
＝
・
・
＝
＝
～ 

・
・ 

＝ 

右
手
部 

Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ｕ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ｉ 

Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｅ 

 
 
 
 
 

― 
 
 

―
～
～
～
～
～ 

 
 
 

～
～ 

 

～
＝
～
―
―
＝ 

左
手
部 

Ｋ 

Ｓ 

Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｍ
Ｔ
Ｋ
Ｄ
Ｎ 

 
 

Ｍ
Ｎ 

 

Ｍ
Ｗ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
Ｔ 

 

 

―
＝
＝
＝
＝
・ 

―
＝ 
＝
＝
＝
～
～
～ 

Ｏ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ａ 

Ｏ
Ｕ 

Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｅ 

―
―
～
―
―
＝ 

＝ 
 
 
 
 

＝
～ 

 

Ｈ
Ｒ
Ｈ
Ｇ
Ｓ
Ｋ
Ｒ 

Ｍ 
 
 

 
 

Ｋ
Ｄ
Ｎ 

 

～ 

～
＝
～
・
＝
・
― 

 

・
・ 

 

＝
・
＝
―
・
＝
・
～
～
・
・ 

Ｕ
Ｘ
Ｉ
―
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｕ
Ｉ
Ｏ 

Ｏ
Ｏ 

Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ａ 

 
 
 
 

・ 

＝
～ 

＝
～
＝ 

 
 

～
～
― 

＝ 

～
～
～
―
＝ 

Ｔ 
 
 

Ｄ
Ｎ
Ｈ
Ｒ 

Ｋ
―
Ｔ
Ｎ 

 

Ｒ
Ｎ
Ｋ 

Ｗ 

Ｚ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
Ｒ 

 

―
・
＝
～
～
・
＝ 

＝
・
＝
・
～
・
～ 

 

・
・
＝
・ 

 
 
 
 
 

―
― 

＝
～ 

Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｉ 

Ａ
Ａ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ａ 

 

Ａ
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
（
英
語
略
）
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ａ
Ｅ 

～ 

・
～
―
～
＝ 

～
・ 

― 

―
・ 

 

～
― 

～
～ 
 
 
 
 
 
 
 

―
・ 

Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｒ
Ｔ
Ｋ
Ｍ 

Ｔ
Ｄ
Ｈ
Ｒ 

Ｔ
Ｔ 

 

Ｋ
Ｎ
Ｓ
Ｍ
Ｎ
（
英
語
略
） 

 
 

Ｋ
Ｇ 

  
 
 
 

＝
・ 

 

～
・
＝
＝
―
・ 

 

～
＝
・
＝
～
・
＝
・ 

 

＝ 

 
 
 
 

Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｏ
Ｏ
Ｅ 

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｕ
Ｕ
Ｅ
Ｏ
Ｕ 

 
 
 
 

・
＝
～ 

 

― 

＝
＝
・
～ 

・
～
―
～
～
―
＝
―
～
～ 

 
 
 
 

Ｋ
Ｍ
Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｋ 

Ｍ
Ｋ
Ｋ
Ｄ 

Ｄ
Ｋ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
Ｋ
Ｚ
Ｒ
Ｓ 

  
 
 
 

＝ 

～
＝ 

・
―
・
・
＝ 

―
～ 

 

 
 
 
 

Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ａ
ん
Ｕ 

 
 
 
 
 

～
―
・ 

 

～
＝
～ 

～
＝ 

～ 

 
 
 
 
 

Ｒ
Ｔ
Ｔ
Ｎ 

Ｗ
Ｒ
Ｎ 

Ｒ
Ｍ 

Ｓ 

  

記
号
が
あ
る
部
分
は
、
指
が
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
な
る
か
隣
へ
移
動
す
る
だ
け
の
、「
指
が
ほ
と
ん
ど
動
か
な

く
て
済
む
運
指
」
だ
。
逆
に
記
号
の
な
い
部
分
が
「
指
を
大
き
く
動
か
す
必
要
が
あ
る
運
指
」
で
あ
る
。

そ
れ
が
少
な
い
こ
と
が
、
カ
タ
ナ
式
の
速
さ
だ
。 
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ち
な
み
に
日
本
語
百
万
字
の2

-g
ra

m

統
計
資
料
（
け
い
な
ら
べ
配
列
作
者
よ
り
）
か
ら
抽
出
し
た
、
子

音
の
連
携
の
頻
度
（
上
位
２
３
）
デ
ー
タ
を
示
す
。
濁
音
は
清
音
に
含
み
、
逆
順
も
含
む
と
す
る
と
、
相

対
頻
度
は
以
下
で
あ
る
。 

 

Ｋ
Ｔ 

１
２ 
～ 

 
 

Ｓ
Ｒ 

４ 

～ 
 
 

Ｔ
Ｗ 

２ 

～ 

Ｋ
Ｎ 

１
１ 

― 
 
 

Ｔ
Ｒ 

４ 

― 
 
 

Ｎ
Ｎ 

２ 

・ 

Ｔ
Ｓ 

６ 

＝ 
 
 
 

Ｋ
Ｋ 

３ 

・ 
 
 

Ｎ
Ｒ 

２ 

～ 

Ｔ
Ｎ 

６ 
 
 
 
 
 

Ｔ
Ｈ 

３ 
 
 
 
 

Ｓ
Ｈ 

１ 
 

 

Ｍ
Ｔ 

６ 

～ 
 
 
 

Ｎ
Ｈ 
３ 

＝ 
 
 

Ｓ
Ｗ 

１ 

～ 

Ｋ
Ｓ 

５ 

― 
 
 
 

Ｒ
Ｒ 

２ 
・ 

 
 

Ｔ
Ｔ 

１ 

・ 

Ｋ
Ｒ 

５ 

＝ 
 
 
 

Ｋ
Ｗ 

２ 

～ 
 
 

Ｍ
Ｒ 

１ 

＝ 

Ｓ
Ｎ 

５ 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｍ 

２ 

～ 

  

Ｔ
Ｎ
、
Ｓ
Ｎ
、
Ｔ
Ｈ
、
Ｓ
Ｈ
を
の
ぞ
く
上
位
１
９
の
連
携
が
、「
隣
へ
動
か
す
（
ま
た
は
連
打
の
）
素
早

い
打
鍵
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
が
カ
タ
ナ
式
の
子
音
の
連
携
の
速
さ
の
秘
密
だ
。 

  

繋
ぎ
の
こ
と
ば
が
速
い
こ
と
の
検
証 

  

カ
タ
ナ
式
の
配
列
上
の
工
夫
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
打
つ
の
に
、
カ
タ
ナ
式
は
速
い
（
右
手
ま

た
は
左
手
が
隣
接
移
動
ま
た
は
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
な
っ
て
い
る
為
）。 

  
 

す
る 

し
た 

す
る
と
き 

す
れ
ば 

し
た
ら 

せ
ざ
る
を
え
な
い 

そ
う 

こ
う 

な
い 

か
ら 

あ
る 

く
る 

ら
れ
る 

ら
れ
た 

ら
れ
な
い 

ら
な
い 

で
す 

で
も 

こ
と
が 

と
か 

だ
が 

し
か
し 

だ
か
ら 

こ
れ
で 

そ
れ
で 

と
こ
ろ 

と
こ
ろ
が 

と
こ
ろ
で 

な
が
ら 

な
が
ら
に 

そ
れ
か
ら 

す
る
と 

あ
と
で 

ま
た
は 

ま
だ 

い
ま
だ 

ど
う
も 

も
う 

む
し
ろ 

の
こ
り 

み
て
く
れ 

く
ど
い 

わ
り
と 

 

そ
れ
を 

し
ら
な
い 

さ
ま 

そ
れ
は 

そ
れ
が 

こ
れ
は 

こ
れ
が 

あ
の 

あ
れ 

 

あ
い
だ 

あ
い
ま
に 

だ
め 

は
る
か 

し
た
が
っ
て 

そ
し
て 

そ
う
こ
う 

か
な
り 

 

ら
と 

て
き
に 

さ
せ
る 

さ
せ
ら
れ
な
い 

つ
け
ら
れ
な
い 

ま
く
り 

と
く
に 

わ
た
し 

ぼ
く 

き
み 

な
み
だ 

な
く 

か
た
る 

し
つ
れ
い 

ま
と
も 

ぎ
ゃ
く
に 

よ
う
に 

 

ら
し
い 

と
す
る 

と
し
た
ら 

ふ
い
に 

な
ら 

な
り
に 

の
う 

の
る 

も
の 

 
 

も
ち
ろ
ん 

ほ
う
ほ
う
ろ
ん 

こ
ん
か
い 

じ
か
い 

ぐ
ら
い 

こ
こ
ろ
の
な
か
に 

  

複
雑
な
名
詞
や
特
別
な
言
葉
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
「
よ
く
出
て
く
る
」
な
ん
で
も
な
い
言
葉
、
い
わ 

ば
「
繋
ぎ
の
言
葉
」
が
速
い
こ
と
で
、
カ
タ
ナ
式
は
「
文
章
に
よ
ら
ず
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
」
の
で
あ
る
。 
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３ 
カ
タ
ナ
式
の
強
さ
の
秘
密 

 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

  

前
バ
ー
ジ
ョ
ン
ま
で
の
カ
タ
ナ
式
は
、
速
さ
を
追
求
し
す
ぎ
て
「
継
続
的
に
長
く
打
つ
」
こ
と
に
配
慮

が
足
り
な
か
っ
た
の
は
事
実
だ
。
実
際
作
者
は
、
調
子
に
乗
っ
て
沢
山
打
ち
す
ぎ
腱
鞘
炎
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
自
分
比
で1

.3

倍
の
速
さ
を
、
急
に
手
に
入
れ
た
こ
と
の
代
償
と
い
え
る
。 

 

そ
の
後
の
研
究
で
、
腱
鞘
炎
に
な
り
に
く
い
打
ち
方
が
分
っ
て
来
た
の
で
、
そ
れ
を
今
回
成
果
と
し
て

取
り
込
む
こ
と
に
し
た
。 

 

そ
の
思
想
は
、
今
回
の
左
右
非
対
称
な
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
表
れ
て
い
る
。「
自
然
な
ハ
の
字
」
は
キ

ー
ボ
ー
ド
全
体
の
枠
に
対
し
て
で
は
な
く
、
キ
ー
の
斜
め
ず
れ
の
基
準
線
を
正
面
と
す
べ
き
と
い
う
考
え

方
だ
。
熟
練
タ
イ
パ
ー
の
間
で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
や
や
左
奥
に
し
ろ
と
か
、
体
の
正
面
を
キ
ー
ボ
ー
ド

か
ら
右
に
ず
ら
せ
と
か
、
右
手
を
左
に
傾
け
ろ
と
か
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
が
、
同
じ
こ
と
を
言

っ
て
い
る
わ
け
だ
。 

 

こ
の
ホ
ー
ム
を
基
準
と
し
て
、
左
手
の
配
列
と
運
指
を
見
直
し
た
の
が
今
回
の
配
列
改
変
の
意
図
で
あ

る
。 

  

キ
ー
の
押
し
方
で
、
腱
鞘
炎
に
な
り
や
す
い
も
の
と
な
り
に
く
い
も
の
が
あ
る
。 

 

指
は
、
指
先
か
ら
手
の
甲
、
手
首
か
ら
上
腕
部
、
肘
へ
い
た
る
長
い
腱
（
と
、
指
の
腹
、
掌
、
手
首
内

側
か
ら
内
側
の
肘
に
い
た
る
裏
側
の
腱
）
で
動
い
て
い
る
。
こ
れ
を
「
動
か
し
す
ぎ
て
」（
頻
度
、
距
離
）

組
織
が
傷
つ
き
、
炎
症
を
起
こ
す
の
が
腱
鞘
炎
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
ひ
と
つ
の
キ
ー
を
押
す
の
で

も
、
負
担
の
か
か
ら
な
い
打
ち
方
を
す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
る
。 

 

図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
番
上
が
最
も
力
を
必
要
と
す
る
打
ち
方
だ
。
長
い
も
の
を
動
か
す
の
に
、

テ
コ
の
内
側
か
ら
力
を
か
け
る
か
ら
だ
。 

 

二
番
目
は
日
本
人
の
多
く
が
や
る
と
い
う
、

「
引
き
切
り
」
で
あ
る
。
日
本
刀
や
包
丁
な
ど
の

切
り
方
と
似
て
い
る
。
円
運
動
で
引
っ
か
く
よ
う

に
キ
ー
を
打
つ
。
キ
ー
か
ら
の
反
力
も
小
さ
く
、

一
見
力
を
合
理
的
に
使
っ
て
い
る
が
、
「
一
回
ぶ

ん
の
曲
げ
の
ば
し
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り

な
く
、
腱
の
負
担
は
大
き
い
。 

 

三
番
目
は
「
押
し
切
り
」
で
、
外
国
人
に
多
い

打
ち
方
で
あ
る
。
長
い
棒
の
よ
う
に
構
え
た
指
を
、

槍
の
よ
う
に
突
く
だ
け
で
あ
り
、
キ
ー
を
底
打
ち

し
た
反
動
で
指
を
戻
す
。
移
動
距
離
が
少
な
い
分
腱
の
負
担
は
小
さ
い
（
も
と
も
と

Q
W

E
R

T
Y

キ
ー
ボ

ー
ド
は
、
こ
の
打
ち
方
で
打
つ
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
）。
大
き
く
突
っ
込
ん
で
指
先
を
痛
め
な

い
よ
う
に
柔
ら
か
く
突
け
れ
ば
、
こ
の
打
ち
方
が
カ
タ
ナ
式
で
は
推
奨
で
、
そ
う
し
や
す
い
よ
う
に
配
列
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を
組
ん
だ
。 

 

四
番
目
は
、
鍵
型
に
セ
ッ
ト
し
た
指
を
キ
ー
の
上
に
置
き
、
そ
の
ま
ま
下
に
降
ろ
す
打
ち
方
だ
。
Ｕ
Ｆ

Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
的
と
い
え
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
決
ま
っ
た
キ
ー
は
、
こ
の
形

に
指
を
作
っ
て
お
く
と
打
鍵
も
速
い
し
、
腱
の
負
担
も
小
さ
い
。 

  

打
ち
方
の
推
奨
は
、
指
を
鍵
型
に
し
た
四
番
で
構
え
、
三
ま
た
は
四
で
打
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
の
為

に
、
左
手
の
位
置
を
正
確
に
決
め
る
と
や
り
や
す
い
。 

 

左
手
は
利
き
手
で
な
い
た
め
、
器
用
さ
や
握
力
に
お
い
て
劣
る
。
最
も
不
器
用
な
の
は
薬
指
だ
。
僕
が

腱
鞘
炎
に
な
っ
た
の
も
薬
指
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
左
薬
指
の
負
担
を
小
さ
く
す
る
の
が
理
想

の
指
使
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

左
薬
指
の
ホ
ー
ム
は
Ｍ
。
こ
こ
に
四
の
形
、
鍵
型
の
薬
指
を
置
き
、
出
来
れ
ば
上
の
「
―
」
も
四
か
三

で
打
て
る
よ
う
に
手
首
の
位
置
を
決
め
る
こ
と
。
多
く
の
キ
ー
ボ
ー
ド
で
は
指
が
届
か
な
い
の
で
、
パ
ー

ム
レ
ス
ト
（
リ
ス
ト
レ
ス
ト
と
も
言
う
）
を
使
っ
て
手
首
を
浮
か
せ
、
正
し
い
位
置
に
薬
指
が
来
る
よ
う

左
手
首
の
位
置
を
決
め
ら
れ
た
い
。
こ
の
と
き
キ
ー
は
左
に
傾
い
て
並
ん
で
い
る
か
ら
、
キ
ー
の
位
置
よ

り
も
左
手
首
は
や
や
右
に
な
る
は
ず
だ
。
今
回
の
変
則
的
な
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
を
意
識
し
て

い
る
の
で
あ
る
。 

三
や
四
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
に
は
、
五
月
の
新
し
く
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に
、
裸
足
の
指
を
ぬ
る
っ
と

突
っ
込
む
よ
う
な
気
持
ち
い
い
感
じ
を
思
い
出
す
と
よ
い
。 

バ
ー
ジ
ョ
ン
５
「
裸
足
の
絡
み
」
は
、
改
変
さ
れ
た
子
音
部
を
示
す
と
同
時
に
、
裸
足
が
泥
に
ぬ
っ
と

入
る
イ
メ
ー
ジ
を
意
味
し
て
い
る
。 

   

ま
た
、
左
親
指
を
Ｎ
と
→
の
間
よ
り
左
を
打
つ
よ
う
に
す
る
と
、
薬
指
の
安
定
が
保
た
れ
る
。「
、
＋
確

定
」
を
打
つ
時
や
濁
音
時
、
親
指
が
右
に
流
れ
が
ち
だ
（
こ
の
時
手
首
が
外
旋
し
て
し
ま
い
、
外
側
の
指

ほ
ど
寝
て
し
ま
い
負
荷
が
大
き
く
な
る
）。
意
識
し
て
ス
ペ
ー
ス
の
左
サ
イ
ド
を
打
つ
と
、
四
指
が
鍵
盤
面

に
対
し
て
垂
直
の
構
え
を
キ
ー
プ
で
き
る
。
コ
ツ
と
し
て
記
憶
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

      

速
く
打
つ
こ
と
と
長
く
打
つ
こ
と
は
、
両
立
で
き
る
。
カ
タ
ナ
式
は
そ
れ
を
目
指
す
。 
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４ 
カ
タ
ナ
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
及
び
初
期
設
定 

  

こ
れ
ま
で
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
初
期
設
定
が
や
や
異
な
る
た
め
、
旧
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
も
再
設
定
を
。 

 

手
順
（
手
動
設
定
な
の
で
、
予
想
所
要
時
間
３
０
分
程
度
） 

 

１ 
D

v
o
ra

k
J

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

２ 

カ
タ
ナ
式
の
設
定
フ
ァ
イ
ル
本
体
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
設
定
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

 

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

３ 
D

v
o
ra

k
J

の
設
定 

 

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

４ 
M

S
-IM

E

の
設
定 

 

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

   

１ 
D

v
o
ra

k
J

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

 

b
le

ch
m

u
sik

.x
ii.jp

/d
v
o
ra

k
j

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。 

D
v
o
ra

k
J

は
レ
ジ
ス
ト
リ
を
い
じ
ら
ず
に
キ
ー
配
列
が
変
更
で
き
る
、W

in
d

o
w

s

用
の
フ
リ
ー
ウ
ェ
ア

で
、
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
コ
ピ
ー
し
て
持
ち
歩
け
ば
共
用
パ
ソ
コ
ン
で
も
使
え
る
便
利
ソ
フ
ト
。
起

動
は
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
ま
た
は
オ
ー
ト
で
、
共
用
パ
ソ
コ
ン
な
ら
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
削
除
す
れ
ば
元
通
り
。 

 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ｃ
ド
ラ
イ
ブ
の
中
に
フ
ォ
ル
ダ
を
置
く
（
設
定
が
終
わ
っ
た
ら
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
Ｕ
Ｓ

Ｂ
に
コ
ピ
ー
し
よ
う
）。dv

o
ra

k
j.e

x
e

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
立
ち
上
が
り
、
設
定
画
面
を
兼
ね
る
。

次
の
カ
タ
ナ
式
設
定
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
か
ら
設
定
へ
進
も
う
。 

  

２ 

カ
タ
ナ
式
の
設
定
フ
ァ
イ
ル
本
体
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
設
定
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

 

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

  
o
o
o
k

a
w

o
k

s.se
e
sa

a
n

e
t/a

rticle
/4

4
7

0
6

4
1
7

5
.h

tm
l 

 

ブ
ロ
グ
「
大
岡
俊
彦
の
作
品
置
き
場
」
／
カ
タ
ナ
式
か
ら
、
以
下
の
も
の
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。 

 

カ
タ
ナ
式
ｖ
５
裸
足
の
絡
み.tx

t 

 
 
 
 

カ
タ
ナ
式
ｖ
５
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト.tx

t 

 
 
 
 

カ
タ
ナ
式
ｖ
５
変
換
無
変
換
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト.tx

t 

て
ん
ぐ
探
偵
人
物
表.tx

t  

（
こ
れ
は
人
物
表
の
テ
ン
プ
レ
な
の
で
、
自
由
に
書
き
換
え
て
Ｏ
Ｋ
） 

  

こ
れ
ら
をD

v
o
ra

jJ

のu
se

r

フ
ォ
ル
ダ
内
に
置
き
、
以
下
の
設
定
を
行
う
。 
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３ 
D

v
o
ra

k
J

の
設
定 

 

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

  

一
度
設
定
す
れ
ば
、
毎
回
同
設
定
で
起
動
す
る
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
以
後
設
定
を
い
じ
る
と
き
は
こ
こ

を
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

  

キ
ー
ボ
ー
ド 

入
力
全
般 

 
S

a
n

d
s

な
ど 

「S
a

n
d

s: [S
p

a
ce

]

に[S
h

ift]

の
機
能
も
担
わ
せ
る
」
…
…
オ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[

無
変
換] 
＋[

文
字]

と 
[

変
換]

＋[

文
字]

…
…
…
…
…
…
…
オ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
つ
、
そ
の
設
定
フ
ァ
イ
ル
をu

s
e
r

の
中
か
ら
「
カ
タ
ナ
式
ｖ
５
変
換
無 

変
換
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト.tx

t

」
に
選
ぶ 

 

待
機
と
遅
延 

日
本
語
入
力
…
…1

0
ミ
リ
秒 

 
 

 

キ
ー
を
発
行
さ
せ
る
の
に
遅
延
す
る
時
間
…
…1

0

ミ
リ
秒 

 
 

 

（
お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
、
ア
プ
リ
の
速
度
、
打
ち
手
の
素
早
さ
な
ど
で
も 

変
わ
る
の
で
、
色
々
変
え
て
み
て
下
さ
い
。D

v
o
ra

k
j

を
再
起
動
す
る
と
そ 

の
設
定
に
な
り
ま
す
） 

 

Ｉ
Ｍ
Ｅ
関
連 

「
Ｉ
Ｍ
Ｅ
の
状
態
の
変
更
（
直
接
入
力
と
日
本
語
入
力
の
切
り
替
え
）」 

 
 

 

…
…
全
部
オ
フ 

 

修
飾
キ
ー
関
連 

「
修
飾
キ
ー
を
押
し
下
げ
て
い
る
場
合
にQ

W
E

R
T

Y
配
列
を
使
用
す
る
」 

C
trl A

lt W
in

…
…
全
部
オ
ン 

「
独
自
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
」
…
…
…
…
オ
ン 

か
つ
、
そ
の
設
定
フ
ァ
イ
ル
をu

se
r

の
中
か
ら
「
カ
タ
ナ
式
ｖ
５
シ
ョ
ー 

ト
カ
ッ
ト.tx

t

」
に
選
ぶ 

直
接
入
力 

 

（
と
く
に
な
し
。D

v
o
ra

k

やC
o
le

m
a
k

に
し
た
い
人
は
デ
フ
ォ
ル
ト
に 

あ
る
） 

日
本
語
入
力 

 

設
定
フ
ァ
イ
ル
…
…u

se
r

の
中
か
ら
「
カ
タ
ナ
式
ｖ
５
裸
足
の
絡
み.tx

t

」 

を
選
ぶ 

「
日
本
語
入
力
の
設
定
／
日
本
語
入
力
配
列
を
日
本
語
入
力
時
に
の
み
使

用
す
る
」
…
…
オ
ン 

 
 

 

「[S
h

ift]+
[

文
字]

の
と
き
／
未
設
定
の
と
き
に
は
何
も
発
行
し
な
い
」
… 

…
オ
ン 

 

単
一
キ
ー 

 
[E

sc]

な
ど 

[C
a
p

s L
o
ck

] 

直
接
入
力
時 

…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
[

無
変
換]

な
ど 

[

無
変
換]  

直
接
入
力
時 

…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 
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日
本
語
入
力
時
…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
[

変
換] 

 

直
接
入
力
時 

…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー 

「
独
自
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
」
…
…
オ
ン 

u
s
e
r

の
中
か
ら
「
て
ん
ぐ
探
偵
人
物
表.tx

t

」
を
選
ぶ
。 

こ
れ
は
自
由
に
書
き
換
え
て
使
っ
て
よ
い
。 

た
と
え
ば
、
作
品
ご
と
に
登
場
人
物
表
や
固
有
名
詞
表
を
つ
く

っ
て
お
き
、
執
筆
の
都
度
切
り
替
え
て
使
う
な
ど
す
れ
ば
、
長

編
を
書
く
と
き
に
楽
だ
。 

  
 
 

そ
の
他 

 

起
動
時
の
設
定 

ロ
グ
オ
ン
時
にD

v
o
ra

k
j

を
起
動
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
D

v
o
ra

k
j

起
動
時
に
設
定
画
面
を
最
小
化
す
る
…
…
オ
ン 

 

ホ
ッ
ト
キ
ー 

D
o
v
ra

k
j

用
の
ホ
ッ
ト
キ
ー
を
有
効
に
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
 

実
行
を
停
止
す
る 

C
-_

（
全
て
半
角
。
大
文
字C

、
ハ
イ
フ
ン
、 

ア
ン
ダ
ー
ス
コ
ア
） 

 
 

 
 

実
行
を
再
開
す
る 

C
-~

（
同
、
半
角
ニ
ョ
ロ
） 

 

４ 
M

S
-IM

E

の
設
定 

 

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！ 

  

日
本
語
変
換
に

A
T

O
K

や

G
o
o
g
le

日
本
語
入
力
を
使
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ほ
と

ん
ど
の
人
は
デ
フ
ォ
ル
ト
のM

S
-IM

E

を
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
設
定
と
カ
タ
ナ
式
の
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
カ
タ
ナ
式
に
合
わ
せ
て
お
く
。 

  

右
下
タ
ス
ク
バ
ー
内
のIM

E

の
ア
イ
コ
ン
右
ク
リ
ッ
ク
→
プ
ロ
パ
テ
ィ
→
詳
細
設
定
→
全
般
→
編
集
操

作
・
キ
ー
設
定
：
変
更
→C

trl+
B

a
ck

S
p

a
ce

の
最
初
の
項
目
（
入
力
／
変
換
済
み
文
字
な
し
）
を
ク
リ
ッ

ク
→
「
確
定
取
消
」
を
「
―
」
に
変
更 

 

（
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
、C

+
B

S

は
、「
打
っ
た
ば
か
り
の
文
字
の
直
後
な
ら
再
変
換
、
そ
れ
以
外
な
ら
文 

 

節
削
除
」
と
い
う
や
や
こ
し
い
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
、「
常
に
文
節
削
除
」
に
す
る
た
め
の
設 

定
変
更
で
あ
る
。
こ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
が
い
い
と
思
っ
た
ら
こ
の
設
定
変
更
は
不
要
） 

  

以
上
の
設
定
が
終
わ
っ
た
ら
、
カ
タ
ナ
式
を
使
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
い
ろ
い
ろ
と
試
し
な
が
ら
、

覚
え
て
行
っ
て
ほ
し
い
。 

 

な
お
、
こ
の
フ
ォ
ル
ダ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
コ
ピ
ー
し
て
持
ち
歩
け
ば
、
任
意
の
パ
ソ
コ
ン
上
に
こ
の
設
定
ご

と
持
ち
運
べ
る
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
な
ど
に
コ
ピ
ー
し
て
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
で
カ
タ
ナ
式
（D

v
o
ra

k
J

）
を

立
ち
上
げ
れ
ば
よ
い
。
終
了
は
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
削
除
は
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
れ
ば
Ｏ
Ｋ
だ
。 
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お
わ
り
に 

  

今
回
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
名
は
、「
裸
足
の
絡
み
」
と
い
う
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
名
前
だ
。
物
語
は
一
人
で
は

成
立
し
な
い
。
必
ず
相
手
役
が
い
る
。
同
性
な
ら
敵
に
な
る
し
、
異
性
な
ら
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
る
（
同

性
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
を
書
い
て
い
る
人
も
い
る
か
も
だ
が
）。
相
手
と
ど
う
切
り
結
ぶ
か
、
そ
れ
が
物
語
で

あ
る
。
さ
ら
に
今
回
変
更
箇
所
を
意
味
し
、
か
つ
押
し
切
り
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
三
重
に
意
味
を
こ
め
た
。 

「
裸
足
の
絡
み
」
と
、
是
非
カ
タ
ナ
式
で
打
っ
て
み
て
欲
し
い
。
左
下
か
ら
時
計
周
り
で
左
手
が
一
周

し
、
外
へ
流
れ
る
美
し
い
ア
ル
ペ
ジ
オ
運
指
で
出
来
て
い
る
。
こ
れ
が
苦
も
な
く
押
し
切
り
で
打
て
れ
ば
、

腱
鞘
炎
は
減
り
、
な
お
か
つ
速
さ
の
理
屈
が
分
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
よ
い
執
筆
を
。 

  

  

（
図
を
拡
大
縮
小
コ
ピ
ー
し
て
、
壁
に
貼
っ
た
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
直
接
切
り
貼
り
し
て
覚
え
て
ね
！
） 


